
第５学年３組 道徳学習指導案

平成２３年７月６日（水）第５校時

授業者 教諭 山下 俊二

１ 主題名 信頼と思いやり １－(2)理想，勇気，努力

２－(3)信頼・友情と男女の協力

２ 資料名 マラソン大会 （モラルジレンマ資料と授業展開 小学校編）

３ 主題設定の理由

(1) ねらいとする価値について

私たちの周りには，様々な価値が存在する。一つの価値に基づいて行動する場合もあるが，

複数の価値が存在し，葛藤し，その中で取捨選択したり，それぞれの価値を満たす方法を考

えたりして行動することも多いように思われる。

そこで，本主題では，「理想，勇気，努力」「信頼・友情と男女の協力」の二つの価値を

取り扱う。自分のベストを尽くすことと友人を助けるという両立できない場面に出くわした

とき，どのように判断し，どのように行動するかを考えさせたい。そして，本当に友達のこ

とを考えるというのはどういうことか，信頼し合うとはどういうことかについて考えさせて

いきたい。

(2) 児童について

男子１７名，女子１４名，計３１名の学級である。本年度クラス替えがあり，児童の人間

関係は流動的である。

本学級の児童は，全体的に活発で素直であり，男女も協力的である。当番活動や係活動な

ど，自分の仕事に対しては真面目に取り組む。しかし，より高い目標に向かって最後まで粘

り強くやり遂げようとしたり，自ら進んで取り組んでいこうとしたりする意欲のある児童は

まだ少ないように思われる。また，児童がとる行動の判断基準は，「こっちの方が楽だ。」

とか，「先生に叱られるから。」という消極的な基準が多いように思われる。

そこで，この本主題の授業では，助け合いや向上心が学級内の一人一人の成長につながる

ことや，切磋琢磨し，ともに高め合うことの尊さについて考えさせていきたい。

(3) 資料について

この資料は，マラソンが得意なちか子が，自分の目標である優勝に向かって走り通すか，

苦しい表情で今にも歩き出してしまいそうな友達のために，順位を落としてでも励ましてい

っしょに走るかというジレンマに陥るという内容である。資料はオープンエンドで終わって

いる。

そこで，授業では，ちか子の視点に立って，その気持ちを推し量り，児童一人一人にちか

子のジレンマを理解させた上で，それをどう解決したらいいかを話し合わせたい。さらに，

この過程の中で，助け合うことの意義や難しさについても考えさせていきたい。

(4) 指導について

本主題の授業では，二つの価値が存在し，どちらの行動をとることにも意味があるため，

児童の気持ちの葛藤や変容が期待できる。ちか子の心情をしっかり理解し，考える時間，話

し合う時間を十分に確保するため，２時間扱いとする。また，資料とワークシートを合わせ

た形態にすることで，児童の思考の流れを明確にし，ちか子の心情により迫れるようにした

い。

本時の授業においては，「このまま走り続ける」「励ましていっしょに走る」というよう

に，焦点をしぼった話し合いにし，ちか子とよしえの心情をより深く理解するとともに，お

互いの立場に立ってどうすることが一番よいのかについて考えさせていきたい。また，「自

分の考えをしっかりもつ」「はっきり発言する」「相手の言うことを自分の考えと比べなが

ら聞く」「関連した意見を述べる」など，話し合いに重点を置いて取り組んでいきたい。

４ 指導計画（２時間配当）

第１時 ちか子の心情を理解し，どうすべきか考え，判断・理由付けをする。 １時間

第２時 第１時の判断・理由付けをもとに，話し合いを行い，再度判断・理由付けをする。

１時間 （本時)



５ 本時の目標

話し合いを通して，助け合うことの意味や難しさに気付き，互いに信頼し合うことの大切さ

を知ることができる。

６ 準備物 ワークシート，ネームプレート

７ 本時の展開

過程 主な発問と予想される児童の反応 支援（・）と評価（☆）

１ 資料を読み返し，あらすじを確認するとと ・前時の板書を提示することで，ス

気 もに，ちか子の気持ちや葛藤を思い出す。 ムーズに本時の内容に入れるよう

づ ・よしえはだいじょうぶだろうか。 にする。

く ・よしえもがんばってほしい。 ・自分の目標とよしえへの友情との

・自分だけがよければいいのか。 板挟みに悩むちか子の気持ちをク

ローズアップする。

２ ちか子の葛藤を確認する。 ・ちか子の行動を予想するのではな

・このまま走り続ける く，どうすべきかを考えさせる。

・励ましていっしょに走る ・自分の考えがわかるようにネーム

プレートを貼る。

考 ◎ちか子は，この後どうしたらよいでしょう。

え ３ 自分の第１時の判断，理由付けを発表する。

る （Ａ）このまま走り続ける ・判断，理由付けの代表的なものを

・自分の目標が達成できるから。 提示する。

・自分のベストを尽くすのが大事だから。 ・自分の考えをしっかり持たせ，話

・よしえにも自分の力で走り抜いてほしいか し合いの意欲に結び付ける。

ら。 ・自分の考えと比べながら聞くよう

（Ｂ）励ましていっしょに走る 指示する。

・６年で１位をねらえばいいから。

・よしえが苦しそうだから。

・いっしょに練習してきたよしえに，がんば

ってほしいから。

深 ４ それぞれの立場でグループ分けして話し合 ・同じ考えのもの同士でグルーピン

め う。 グすることで，安心して意見が出

る ・もし助けたら，よしえに悔いが残るだろう。 せるようにする。

・もしこのまま走り続けて１位になったとし

ても，よしえが完走できなかったらうれし

くない。

５ よしえの立場に立って話し合う。 ・よしえの立場に立たせることで，

・自分のために，ちか子は目標を果たせなか ゆさぶりをかける。

った。 ・考えが変わったらネームプレート

・ビリでも，自分一人で走って，自信になる。 を移動させる。

・いっしょに走ると，勇気が出て，目標が達 ☆自分の立場をはっきりさせて話す

成できる。 ことができたか。（発表）

６ ちか子はどうすることが一番よいのか最終 ・本当に自分のことやよしえのこと

高 的な判断・理由付けをし，ワークシートに自 を考えた行動とは何かを考えさせ

め 分の考えを書き込み，発表する。 る。

る ☆よしえの気持ちをふまえて判断・

理由付けができたか。

（ワークシート）

８ 授業の観点

・お互いに助け合うことや信頼することの大切さに気付かせるための資料提示，及び，発問

等の手だては適切だったか。


